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今日

は大学入試セン

ター試験の第一
弓
最

初の時閣の教科が外閏

語なので、
試験が始ま

っ
てか色、
早速、
問題

を
取
り
寄
せ
て
見
て
み

た。
昨
日
（一
月
十
九

日）、
町村・

文部gT

大臣に
答申した「英語

指導
方法等改醤の
推進

に関する
懇談会」
報告

でも、
大学入試の在り

方につい
て、
リスニ
ン

グ・
テストなどコ
ミュ

ニ
ケーショ
ン能力を間

う方向でかなり突っ
込

んだ

改善策を提言して

い
るので、
今年のセ
ン

ター試験の問題も気に

なっ
ていたの
だが、
以

前に比べ
て大変良い問

題になっ
てき
てい
ると

私は感じた。

ところで、
私自身が

座長を務めた右の英語

指導
方法改善懇談会の

報告は、
昨年一
月下旬

の中凶根・
文部大臣に

よる

諮問以来、
実に
十

四回も
の密度の温い
会

合と二
回の学校現場見

学を経て、
乙の問、
中

間報告としての審議経

過報告
を公表し、
関係

諸団

体や専門家それに

けぬく国民各州
の鼠見
を

リレーコラム

徴した、2えでまとめた

もので、
乙
の種の
懇談

会報告としては例の少

な
い
も
の
だ
と
い
え
よ

う。
何人かの外岡人の

委

只室忌公開

の懇談

会では、
毎回円熟した

蟻
論が展開され、
さま

＼－－d－r
～－

 

踊i
ze4a－－－AA、

ざまな窓見がぶつ
かり

あっ
たが、

日取終的には

金口ほぽ一
致した方簡

を提示することができ

た。
それは、
日本人が

こ

のままの状態で外国

語とくに
英語の運用能

力を欠如したまま
でい

ると、
二
十一

世紀の目

本
は世界に
大きく立ち

遅れるばかりか、
アジ

ア
地域でも発信刀にき

わめ
て乏しい
見せかけ

だけの経済大国に
転穫

するのではないかとい

う危機感が共通項とし

であっ
たからだとい
え

て考－えるという
大前提

に立ち、
いわゆる
英語

公
嬰
抱論の落とし穴

をも避りて、
報告窃は

まとめられている。

これらの包括的な報

告内容をマ
ス
メディ
ア

が正確に
報じてくれる

日
本
の
将
来
と
英
語

ょう。したがっ
て、
国民会

体

の義男
を高めるた

めの小・
中・
高・
大の

一
貫した
英語教育とく

に
その指導方法の改善

と、
国際計本店で活躍す

る人材のため

の高度の

英
結力の運成とを分け

己

弁扉」闘い、
現にかな

り良心的な新閥解
説も

あっ
たけれど、
ある民

放のニュ
ースキャ
スタ

ーが明ちかに
報告告の

中身も読まずに、
問題

を小学校へ
の英語の導

入のみに
矯小化して、

勝手想見
解を悟っ
てい

たのには閉口した。

それに比べ
て、
私た

ちが話語と異文化理解

や国際貢献の重
要性、

そのための目的意識を

もっ
た
外国語学習の必

要性を強調してい
る乙

とに、

大変素直に、
し

か
も貝正面かち応－えて

くれたのが、
私の母校

でもある松本

深志高校

の生徒諸君であっ
た。

私は

百瀬校長のお招

きで昨歌、
同校二
年生

を対象とす
る進

学摺演

会で「未来の若者に
期

待する乙
とl国

際社会

の変動と日
本l」
と題

する摺演
をさせていた

だい
た。
ぞ乙
では、
こ

れからの閣

際社会を担

う若者がどの
喜つに異

文化に
接し、
どのよう

に外国
語を
習得すべ
き

か、
そのととの重
要性

を
私
自
身
の
体
験
を
踏

ま
え
てお
話
した
の
だ

が、
そ
の
感
想
文
が
愚

近、
担当の

平林先生か

ろ届切られた。
それら

を読むと、
高い
志が持

っ
た若者たちが、
明確

な

動機Jりによっ
て英

語意ヂぶこと

の意味を

夢お織レてくれたこ

と
がよくわかり、
私に

とっ
ては、
テレビ
や新

聞のどの報道や解説よ

りも嬉しい乙と
であっ’

た。
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